
守護天使と 

常夜灯

しゅ　ご　てん　し

　「お父
とう

さん、もう ねなくちゃ いけない？」と トーマス。

　「今
こん

夜
や

は もう 十
じゅう

分
ぶん

 お話
はなし

を 読
よ

んだからね。」と お父
とう

さん。

　「お願
ねが

い、お父
とう

さん。あと 一
ひと

つだけ。」　トーマスが 

しきりに ねだります。

　「トーマス、一
いっ

体
たい

 どうしたんだい？」　目
め

に なみだが 

あふれてくるのを こらえている トーマスに 気
き

づいて、

お父
とう

さんが たずねました。まだ お父
とう

さんには 話
はな

して

いなかったけれど、トーマスは 最
さい

近
きん

、暗
くら

やみが こわいのです。

　「何
なん

でも ないよ。ただ、もう一
ひと

つ お話
はなし

が 聞
き

きたかっただけ。」

　お父
とう

さんは ベッドの わきに すわって、トーマスに ふとんを

かけてあげながら 言
い

いました。「じゃあ、おとなしく 横
よこ

に 

なっていなさい。もう一
ひと

つだけ、お話
はなし

を してあげよう。」

じょう　や　とう

F



　「これは、父
とう

さんが まだ 小
ちい

さくて、ちょうど 

おまえくらいの 年
とし

だったころの 話
はなし

だ。ある夜
よる

、父
とう

さんは 

ねむれなくてな・・・」

　「どうして ねむれなかったの？」　トーマスは 

知
し

りたく なって たずねました。

　「本
ほん

当
とう

は、ちょっと こわかったんだ。」

　「何
なに

が こわかったの？」

　「暗
くら

やみが こわかったんだよ、トーマス。だれだって、

暗
くら

やみが こわいと 思
おも

う 時
とき

は あるものだ。」

　「本
ほん

当
とう

？　大
おとな

人でも？」

　「さあて、その時
とき

 父
とう

さんは まだ 大
おとな

人じゃ なくて、

子
こ

どもだったがね。だが、大
おとな

人だって、暗
くら

やみか 何
なに

かが 

こわいと 思
おも

う ことは あるよ。さて、その夜
よる

 わたしは、

もう 夜
よる

を こわがらなくて いいと わかったんだ。」

　「どうして？　どうやって わかったの？」　トーマスは 

いよいよ 知
し

りたくなりました。



　お父
とう

さんは ほほえみました。今
こん

夜
や

 トーマスが 

聞
き

く 必
ひつ

要
よう

のある お話
はなし

が 何
なに

か、予
よ

想
そう

が 当
あ

たって 

うれしかったのです。

　「わたしの 母
かあ

さんは、毎
まい

ばん 部
へ

屋
や

に 小
ちい

さな 常
じょう

夜
や

灯
とう

を 

つけておいてくれた。わたしが 暗
くら

やみが きらいなのを 

知
し

っていたからね。だが ある夜
よる

、ねむりに ついた 後
あと

の 

ことだ。目
め

が 覚
さ

めたら、常
じょう

夜
や

灯
とう

が 消
き

えていたんだよ。

周
まわ

りは 暗
くら

くて、父
とう

さんは だんだん こわくなってきた。」

　「それで、どうしたの？」　トーマスが 心
しん

配
ぱい

そうに 

たずねます。

　「父
とう

さんは 祈
いの

って イエス様
さま

に、暗
くら

やみが こわくない

ように、そして 部
へ

屋
や

の 常
じょう

夜
や

灯
とう

が また つくようにと 

お願
ねが

いした。すると、現
あらわ

れたんだ・・・わたしの 

守
しゅ

護
ご

天
てん

使
し

がね！」

　「守
しゅ

護
ご

天
てん

使
し

？　それ、なあに？」　トーマスは、

天
てん

使
し

の ことは 聞
き

いていましたが、守
しゅ

護
ご

天
てん

使
し

なんて、

聞
き

いた ことが ありません。



　「イエス様
さま

は 弟
で

子
し

たちに、こう 言
い

われた ことが あるんだ。

『これらの 小
ちい

さな 者
もの

を 一
ひとり

人でも 軽
かろ

んじないように 気
き

を 

つけなさい。言
い

っておくが、彼
かれ

らの 天
てん

使
し

たちは 天
てん

で いつも 

わたしの 天
てん

の 父
ちち

の み顔
かお

を あおいで（見
み

て）いるのである。』1　

聖
せん

書
しょ

には、こうも 書
か

かれているよ。『主
しゅ

は、あなたのために、

み使
つか

いたちに 命
めい

じて、すべての 道
みち

で、あなたを 守
まも

るように 

される。』2」

　「つまり、ぼくを 見
み

守
まも

っている 天
てん

使
し

も いるっていう こと？」

　「もちろんだとも！　そういう 天
てん

使
し

を、守
しゅ

護
ご

天
てん

使
し

って 

いうんだ。父
とう

さんの 話
はなし

に もどるが、部
へ

屋
や

の 常
じょう

夜
や

灯
とう

が 

つくようにと 祈
いの

った ところだったね。その時
とき

、わたしの 

守
しゅ

護
ご

天
てん

使
し

が 現
あらわ

れて、そばに 立
た

ったんだ。天
てん

使
し

は、何
なに

も 

こわがる ことは ないよと 言
い

った。イエス様
さま

が その 天
てん

使
し

に、

いつも わたしと いっしょに いて 見
み

守
まも

るようにと 

命
めい

じられたからだそうだ。」

　「すごい！　その後
あと

、また その 天
てん

使
し

を 見
み

た ことって あるの、

お父
とう

さん？」

1 新
しん

共
きょう

同
どう

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、マタイによる 福
ふく

音
いん

書
しょ

 18:10
2 新

しん

改
かい

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、詩
し

篇
へん

 91:11



　「トーマス、天
てん

使
し

が いつも 見
み

える ことよりも、天
てん

使
し

が 

いつも いっしょに いてくれると 知
し

っている ことの ほうが、

大
たい

切
せつ

だよ。そして、おまえにも 守
しゅ

護
ご

天
てん

使
し

が いる。その 天
てん

使
し

の 

仕
し

事
ごと

は、おまえの 世
せ

話
わ

を し、いつも おまえを 守
まも

る ことだ。

だから、何
なに

も こわがる ことは ないんだよ。たとえ 夜
よ

中
なか

に 

目
め

が 覚
さ

めて、まわりが 真
ま

っ暗
くら

でもだ。さてと、少
すこ

し 元
げん

気
き

に 

なったかな？」

　トーマスは、自
じ

分
ぶん

の 強
つよ

い 天
てん

使
し

が 見
み

守
まも

ってくれていると 

考
かんが

えると、心
こころ

の 中
なか

が 温
あたた

かくなってきました。

　お父
とう

さんが のびを すると、トーマスは あくびを しました。

「では、夜
よる

のための お祈
いの

りを すると しようか？」

　トーマスが お祈
いの

りの 言
こと

葉
ば

を 言
い

いました。「イエス様
さま

、

どうぞ、お父
とう

さんと お母
かあ

さんと ケイトを 祝
しゅく

福
ふく

し、今
こん

ばん 

ねている 間
あいだ

も ぼくたちを 守
まも

ってください。ぼくが 暗
くら

やみを 

こわがらないように 助
たす

けてください。ぼくの 世
せ

話
わ

を して

くれている 守
しゅ

護
ご

天
てん

使
し

を 感
かん

謝
しゃ

します。アーメン。」



　じきに トーマスは ねむりましたが、その夜
よる

、夢
ゆめ

を 

見
み

ました。夢
ゆめ

の 中
なか

で、大
おお

きな つばさと 金
きん

色
いろ

の 光
こう

輪
りん

の 

ある、背
せ

が 高
たか

く やさしそうな 天
てん

使
し

が、片
かた

手
て

に 常
じょう

夜
や

灯
とう

を 

持
も

って 立っていました。常
じょう

夜
や

灯
とう

は、やわらかい 光
ひかり

を 

部
へ

屋
や

じゅうに 放
はな

っていました。それは トーマスの 

守
しゅ

護
ご

天
てん

使
し

で、こう 言
い

いました。「よく おねむり。わたしが 

君
きみ

のために、一
ひと

ばんじゅう 起
お

きて 部
へ

屋
や

を 明
あく

るくしておいて 

あげるからね。」　トーマスは、何
なん

て やさしいんだろうと 

思
おも

いながら、朝
あさ

まで ぐっすりと ねむったのでした。

　トーマスは、何
なん

でも 心
しん

配
ぱい

に なったり こわくなったり した 

時
とき

は、イエス様
さま

と 自
じ

分
ぶん

の 守
しゅ

護
ご

天
てん

使
し

が いつも いっしょに 

いてくれる ことが わかったのです。

                                          終
お

わり
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